
Ⅰ　概況

Ⅱ　調査の準備
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めすらしく， rJI，ヽ を々形，； ＜ ，ており，門業地瞥どな）

ている a 自然！）ままの河は，田期になると伯年（l！溢する

か，そ j叶呈度い年こよ，て許しく巽なり， ；！品を利用し

てi]なわれてし、る農業も，その駄威にしはしば悩ま旦し

て＼＇るしパであ： 3 主た， へ：： J直品のため， 竹都勺Jレ．［ 7、

サ）ームと南部ぶi［地域との開の陸＿［交通Iは，非常に州

れた状態ことどまこ，て＼’‘る，

翌作物としては、 トイヅIl＇）八に悴人されに棉化！）ら，換
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令什物として牧培されているが， t要作物は何とし‘’'て
も！ftlll0）米である 3 しかし、その栽焙力法はし、た，て

lJit始的て，灌漑施設it 1‘然なく，東南，＇ン＇、ア(/.) Lうなr{＇［

!．I C')使用{,tiし、、！悶民it I•ri lり］（！）来る1lijiこ＜i)で耕 L、1、1i 

1り1が始主るし釉ん椙ぎ，ふ！―；twIし／），ドはやiI]なと［水（））

! • -「、;:)(！） ！'r I• II /） i tヵ、 I)・(,¥る， fリ柑斎‘L(}）Iり111fiIバケ{ifP I t i l i t 

i1 1内it tくなし｀し，＇、ドはが砂どくて稲が長期間水に没）

てltぇ江令滅してし主う， f.』濫の程度が適襄てあれ

i f，肥双なJ{｛積卜．のおか｛｝てで相‘1,1翡Vヽ 収ばを得る＿―とが

てぎる， i11liがよいり］）ルつ＇（ジ郡（ルプ（ン ・.i'11[F流平

野（｝）みな「）干，その両側の斤陵地城も含む）は， ！／ンガ

ニー］J令体の米販売hl]）10% （たとえば1966年）を供給

したこともあ，＇た．，来はダンギニアにおし、ては， 卜巾モ
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灼冒tl ftである 特に人llが芯迎に増えノ）ー＇）あるクル
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ン、「9し’.f力寸'J’lポ・テンシャルは，非常に大ぎし、と思われる，

しかし， 1%8年， 69勺と大戌水が続ぎ，こ(!)2年間は余

刺し｝，—＿ 7) IJ、、 !'I家飯 9卜も大幅に不足L, {ll \':•は力！・サ，、

i ft、たり、政1(JJ) |：tl心米をもら，たりしてし、る，こり

l -)九状態にあるにもかかi'）らず， j•）たくしには、こ(})

平•町に， '~ ／ h）|•で JI、•[19]調炉こii ，た:—と J) ある新叫県り）

油Iり’‘II『i’,.J)おもかij•がなんとなく感じ r,jしるかである，

ル！ i /，平野 (I)将来it，袖原平野の現在とど(}),tうiこ似

こど］l):うに＇足たるであろうか，

り、',9,' . i、:し＇） ！I、[1，］外 1： ---f11し，、）l謂利I: 9‘, ＇l lぅ’I,
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どりに取りかかったのば， 1970年7月にぱいってがらで

あった。なにしろ， これまで農業，こ関するデータがほと

んどなく，特に農家経済に関しては皆11わからない所を

凋査するのであるから，全く基礎的なデータを集めなけ

ればならない。しかも必要なスタソフやf9算も限られて

いるので，少ないサンプルをもとに淵杏して令体を推定

するほかはなし、と衿えた。瀾査す，ミざ項IIも， ゲ Iレ丁 J、

サラーム大学の学れたちゃ，農林省，経済l外1発企圃省笠

の人たちの意見をいろいろ闇いて，将来の灌漑，寸画作成

のみならず，灌漑のない現状の改良に役立つ利用度の高

いものを入れようと努力した。調査方法も， タンザニア

でこれまで行なわれたけ法の中から可能と息われる方法

を選ぶために，いろいろ慈見を聴取した。このためつい，

あれもこれもと欲ばりすぎた感がある。調査項比ま農家

）印帯構成，保有土地面積およびi浬：要農作物作付面積，作

付体系 (croppingpattern), Jこ要裳作物単位面積‘’iに

!)収蘇，農作業労働投下杖，農家）fr得およびと出， と令

＜網羅的なものどtc→た，，凋在期間 It.I年間を [9定し

た。

調査方式としては、何人かの調在はとア； 1， タン 1、ど

して使って， ナンプル農家から聴収りにより，あるいit 

実測によりデータを得る打式をとることにな，rこ農仄
自身に簿記を/)けさせる (/)!:l:, 文盲がほとんどの農民11|

Fの調査には不可能である），凋往員と農民との関係さえ

うまくし、けば， イン々ービ 1 一方式のりが農民はし、やが

らないとし、う、-ともある。ただ労働時間を測る関係I・.,

1喪家‘liたり週 2同訪れる必要があり， 1,方間の頻度が闘

いので， うるさく思われるIIj能性が人＾し、にあぷこ，これ

までの経験談をいろいろな人に聞いたところでは，最初

に調査の目的を，対象農家のみなら『，その付の人たち

令員に説明して納得してもらえば， インダーヒーこ一方式

は十分可能であるとのことであった，；けっき t<，教育

を7~8年受け，英語もわかる程度のアフリカ人調舒且

(enumerator)を12名雇い，インタービューの訓練をし，

対象農家の近くに住まわせ， 1人当たり 8軒くらいの農

家を標準として，調査員に担当させることになったっ

III サンプル農家の選定

これまで調査らしい調査をしたことのない地域でサン

フ゜］レ農家を選ぶことは，とてつもなく難しいことである，

ランダムに選ぼうにも，その枠となる農家リストあるい

はそれにかわりうるものが全然ないのである。あるもの

といえば，人口調査のデータだけである。タンザニアで

は1967年に人口調査が行なわれ，全国の調査区 (enume-

ration area)ごとの人口および戸数がわかっている。 l 

凋杏区は人ll約500人を目あてとしてつくられている。

したがって，この人口調査区ぱ，ランダム・サンプリン

グをする場合の第 1段階のサンプリング・ユニットとし

て使うことができる。しかし，調在区内の住民のリスト

ば存在しない')これまで，東アフリカの農業調査で、 Ir 

ンプリングの枠としてしばしば使われたリストは，人頭

税リスト (taxpayers list)であった。しかし，タンザニ

アでは現在，人頭税を廃止してしまっており，しかも，

これに代わるなんらの税も，農民には課せられていない

ので，税の而からのリストを手に入れることはできない。

次に，よく利用されるのは，販売協同組合員リストであ

る。こればある単ー作物を対象とする農業調査によく

使われ，協同組合がその作物の唯一買付者である場合に

は便利な方法である。しかしルフィジ地域のように．協

閲糾合ば存在しても協同組合員リストが存在しない場合

ゃ， i浅［作物が協同組合以外に販売される内り合が大きい

場所では，仔幼でない＼

ごれらに代わるものとしては， ケンザニア独自のもの

として1}tー政党TANU (Tanganyika African National 

Union)の末瑞組織のリストを使うという方法がある n

われわれが第2段階サンフ゜リングとして目をつけたのも

この方法であったc，タンザニアは Ujamaa（通常，アフ

リカ社会主義と訳される）を国是とする社会主義国で，

その社会じ義政策の推進をになう庫ー政党 TJ¥NUの未

端糾織は，たいへんよく整備されている。村段階以下は，

TANlJの末端紐織が，そのまま行政組織になっている。

すなわち，江戸時代の五人組に似た10軒組という制度が

あって，すべての家がこの組織に組み込まれていること

になっている。 10軒組の長の家の前には，よく TAN(J

の旗がひるがえっている。われわれの考えたことは，ま

ず第 1段階として人口調査区をランダムに選び，次に，

その人目調査区に行って10軒組長に皆集まってもらい，

調査の趣旨を説明して，皆の目の前でくじ引きをやり，

特定数の組長を選んでから，今度は，その組長に自分の

組の者10人の名前を出させて，またくじ引きでサンフ゜9レ

となる農家を選ぶという方法であった。

このアイデアも，実際に行なってみると，簡単にはい

かないことが分かった。まず最大の難問は，この地域に

おいて1967年の人口調査以後，大規模の人口移動が起こ

ったことである。具体的にいえば，1968年の大洪水の際，

氾濫原に住んでいた人たちを，政府が全員（ある場合は
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強制的に）汀から相‘片離れた沿j所に移動させる::.-どにし，

ダン＋Fニアが現在農村開発の中心的政策として推進して

いるウジャマー村 (Kijijicha Ujamaa)を22ヵ所設慨し

ーC, これへ収容！＿た一ーのである， し，9-ごう；って， ―-れtでは
月然堤防の l:―），兌l'liへ， IJ,、-I)、こ哺長く村が） ＜亡れ

こ―v、たのが， 11:＇心数2()(X)¥J し）［いす形態が9::.，．il{.:. ll1ず'

てかわ）たのである、しかし、 、―(}）ウ;;'ャマー村への移

動も． 9［l，濫｝）i（の住民の 100%とまではし、かすS、特にド流

り海に近い冨＇／ J、:；l, まだ札1i応農家が河じり'、、 9〉:t

、の住 l,i:• に 1 し，ご、ヽることも！jllJj し］こ。以上 !I) tうな状

況にぶつかってぱ，サンプリングの方法もいろいろ没協

せざるをえない1 このためわれわれの調査区域を上流と

下流の 2区域にわけ，ウジャマー村への移動がほぼ完令

九上流区域で；t. \n調査区ではなく，ウジ\•マ．—」|の

｝ストを第 1 ぽ I;\月 lトンプリンゲ i~炉どして使用'-、 卜池地

域では人口調査r文を使い，もし選ばれた人口調杏区から
令員が移動してし主っていたら，移動先のウジャマー村

，、行って． ！ 1．→＇）＇＼， 1,凋査区1|T！し• :がしあて，！ --l :-し

このよう心 凡咽やってなふこ，令くややこし、＇、こど

になったが， とにかく，邪役所から，選定した各村の村

艮に調査の趣旨を通知してもらい，次に，実際に各村長

'：会って，（r＇1119l̀ II何時に村「） 1(l叩組長全員；こlt, C 
1，らいたV、ビ岱加してまわ，，だ 砧果として］5い1「で

くじ引きをやってサンプル農家を選び出すごとになった

のである。

最初に出か寸 L---9、タンザビ＼ヽうウジャマー村マt、初
いてのことだ＼t：こ、うまくゆくかど．）か心配た，，＇ご， i)た

くしとイン l、人，尺タンザニア fい）Jし手 1人，贔介ii、1‘rf-

ーフ役のアフリカ人 1人，それに地区執行官 (warrlex-

ecutive officer)が来てくれて，村に着くと多勢の人が群

パっていた 191，1ごとが始まろかとヽ：って来たやし馬八

生まってもら 9 9-10軒組長：：：：（）人にtじってがゞ ＇が Kいして

いる。われわれはコンクリート造りの村裁判所に導かれ，

村長（村の TANU 委員長も兼ねる）ど•緒に裁判官席

ごすわった -の建物は，栽判だけでなく，村で寄令い

左する時に集tろ場所にもな，てしるのであるし，り、公ば
主ず村長 1:::i::i"i_:パウフル．／ 1，I TImru，独立の応＼占 7ル・

ナ・カジ．/(Uhuru na Kaガ，独立と仕事の意）カジ・ヤ・

タヌ．I(Kazi ya T ANU, T ANl]の仕事の慈）のシュ

プ゜レッヒ・コールで始まり、 主干地区執行官が、政府か

らの伝達湘岨その他事務上の活を？，り，つし‘-？わたくし

を全衆に紹介してくれた。わたくしは通訳つさてこの調
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内い在：I｝を説明し くじ引きで農家を連＇びたいことを伝

えた，ところが， これに反対する何人かの10軒組長がい

て， I’l分たちに適喝な農家を選ばせろ， といい出したの

-：―あ9:， これには刈，て iこの調杏てけ， Lい農民も喪
し：ド[l¥t含走れね：tなI＼ない，あなたりにi堡んでも f9 9 
たら`＇‘し`｝應 l＇直‘!)，；）選んでし tうにろう，，」とし、 9 ，てや

'_¥,し）jり抜けた、，どうやら｀後でわかグ）たとごろによろ

と、｝植ばれた農民ばわれわれに雇われることになると誤

鮒！ C]たらしし、、 41り一itどうなる―ーとかと思ったが，

ゃ， t：泊得してくれた I:うなので，紙切れに 1枚ずノ）1（）

軒組長の名前を内き，それを丸めて帽子の中に入れ，代

長数名に出てきてもらって紙切れを選ばせた。さらに，

名前の出たった組長に同じ方法で， 10軒の中から 1軒

，t, ＜ ！＿骨きで選んてtr）＇，た。＜じり 1ぎを実際に始めろ
I~ 、肝，＼いに楽しんで｀‘りたった人の名前が呼びあけら

れるど，「神様のおぼしめしだ」と声があがったりした。

ごうして，ようやく最初の村を終り，次の村へと同じ

ふ:9,)I!＇;9繰り返しごし' 1トー。会合け，し、ノ）も寄合いい場

Iii'］，： てし‘る大だなiく］）かげで行なわれることが多か
ど）にある村では， らょうど）什知市が来ていて，会合を

一緒にやるごとになり，＇州知事の語の後，農民を選ぶ方

法を説明したら，知事が村側の方で代表を選ばせたらど

うIーピ'<いだして呵廿1「応相手だけに泣叫こ苦心し，他

(！」1'9)この方法’',’ピ ，ーてきたかt)ど況11/jして了解して

もら、.'I：：一

ある付では，政治演説をぶち始める者もいた。ある村

でit,，iれわれを販売協1月組合の関系の打だと誤解して，

協inhll 介に対する」I伍lf を長々とや ✓,た打もあった。』、し院

協I19いいに対する仇j(い反感は相当なもりで，われわれ

を協Ilij組合になぞらえて，政府のやることは信用できん

といった例が二つの付であった。農民を守る立場にある

はず、l}[1；t同組合がこんなに農民からざらわれているどい

9-']）ふ商業資本に苫しめられたことかないからであろ

うか，，現在，米，綿，カシューナッツ，ごま， ココナッ

ツ等この地方の主産物全部が，販売協同組合によって，

独占的に買い付けられ，しかもその協同組合に金銭的ご

主かしが多いことが，恥丘大きな間題となっている，さ

らにIJilえて， この地）成では， ウジャマー中すができた 11,1j―

に，今までの単位組合を，政府が勝手に統合，分離した

ので，ことさら反感が強いようである。

そごヽわれわれがい，て，また政府が何かやるという

のだから，疑惑の日で見られるのは冑然のことかも知れ

なし、。政府は，し＇つもわれわれに命令ばかりしているか
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↓、)1幼力しな、‘，とし、，た唄Ii,Iそうなし＼、とんもし、／ご，そ りう t-)、1人は、 j)たくしがゲルエスサラーム大学のイヤ

(1)「政町」を伏｝＜して話してし、るリ）かII本人なりにから リスいiJI究行からゆずりうけた人たちて，この調牡に来

ますます疑j，さるどえなし、で方）ちう しかしこ 9]）11＼は， る直前l主では， タンザニア南部のイリンガ地方で， l fト

廿'11出してし、た｝＇，し、人たちが，政府は i)れわれc(＇）政府 tL豆） 1！il同しような）悶党凋杏の enumeratorをしていた経験者

にからlit力し』、：l, し4)91しj)れ［＇と」＇、［ごく jt,iこli)-〈it てある， こ0)凋査を始める際に， enumerator，どして，

，どした i『ひとも経験者か吠しいと考えていたので，わたくしと

主，9--わる11':I t，迂叫巾が木0)L）)か心に采 I-li_1＇てし しても，こ U)4人か頼，）であった。後の 7人(/)うち 6)¥

主，て、/’,『／ ＼ーを使•ー，てようやく脱出しだか、ド·が間に 出現地の郡役所で，適‘りと息われる肯年を集めておし‘

わく，iしぐ，庄上，；てし、た人が贔，；てし i たり， II射！1り てもら，て， 99人験して採）廿した人たちである。この現地

：＇や L̀9,+1―’_ 9'1rl f）・f_，;;’L,I)、，ししに：）しな！）しらも、 とも力.< ！は1[l胄0)りも會 腐l心どの関係をス1、ースにすると＼ヽ う、在
1'()/ Iし-9,rI ： ，ル此家を，予定 LI；ふti)」［れずに選＼ーニ 11}、で，；｝）たくしは屯＇梃視していた， fンターヒ` •L - (/）経

［ ；，9,てぎピり）i-t, 「‘く，われ，i）れリ），胤介；こ’!；．喜，ー，や！＇j：9,'--r 91知tあるが，遠J]ーの部即1,i身で現地をよく知ちない潤令

＼，‘-iした¥j,_＿！,{',、‘屑むLぃiJ立I<執 (J,1了に！）U)しi'1'，1)」:1,)'9 j i iど、 l'見地をよく HI→てし＇、るが，凋肉方法を知らなし、＇，周
、ふ， だJ こ＇］）各!-1 : u!) it公を通して非ぷに1ll （心に八， 杏i_iが協力しあえ；r, うまくし‘くだろう， と期待してし、
にいは， I;'(仄か， 1立せず＇か：々 と Lく発，，することいも ，ピ（／）でわる，9 りしりの 1人は，最初11人のつもりだ）たり

る i t'::: ／＇と力：文白(, lrl'）J，ハ名州］リ）＇；―-も，＇：けなし、 t-） が、甘，格Ill]の闇I離が冶し、(/)で ！人ふやすことにしてI(｛ロ
な人たt,-しかるカヽ， ＇「まて， あま 9)！ 1．以とし、・:,、もリ）／，上な だ， こ，iしも速 }j)邪Ii灼）！ ！＇，身であるが， かiW)お兄、ざI,9ーが
91，、、一ーに力)I,9,IJ ]， i、 1」、•こ力、どらには）1：,9i li'li-（I)ような樟威打 郡役Iり1'，＇）会，，1をしてしー、る 0)で， J見地に緑がなし，オ）けては
：こ ¥jして t, l『，知倫しし、i;,け、；；；託パある そう<‘ ，だし，11i、 tiし‘，令員が 7年主たは 8年(J)初吟教育を受ifており，

―、:t勺 9/ ; lし二，＇し 9)｛ 1,'各L、；，し―こ：t ` l、： Li,iC:か、9)くし、：こ

1．さこ・ 1` こ＇，よ ） Iしこ．な人に，

’・9’'l1 _ 9 9,il i [ ［ i了： t t l) ~ ` '--i'，9 ［ァ r
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二（／），湿査：こ： i， ］） 1) 1J人（も！91／ア9,＇［！，I:サー 1人）

1 2人を1jにいみ心も調査[iとして1丈，＇）、ことにな｝た 1 3 
J¥ c乃，〗ち， 1 人は， ＼、i)はレる field superヽiserて， 他,j)

]]人との連格および集』用紙の分配，収集避合，［I9(}），廿
岱笠ル t：う／’） --（J9)コヤど ＇V、う名cn:'13歳(/)男は、川常にi'1]

））的て，｛I加こ］二、ヽん叩Lをl')＇九， ＂＇ンプル［農家選止`

し／）〖＇J'. にも、 1ー と珀訳どし：凸罰しごくれた，他J)1l,A、

什：tt 18歳かr-,:nt,茂tでて、 競府は｛午 4ぷl)!)ヽ るが，山地

はIllu,-1；→ (f）,':'f沼け心もどなし、．しかし， fン11-I: _,— 
:tす、ヽ て11、1,m,n・1.、')I, l)，：{tてやる:::一＇［・ {こな，ており、 ！ Il 
ij＼ ＼しI)，9]人もスリ！’1)，森、あるく 'IンIf二，’it, r--9/ i) 

!Jごit {h -Jらしく、 ，） ］） ｝見地泊が1川1| iとこヽ行，ても

而用十る11[である

本吊い凋ffり始tる2叫：：liEど！、1ili -―’ こ］）関介it,｝--t) 

c') !、 t,＇ーニンゲ[, :Itl奸！11紙J; tひ質1間・li瑣，が適91i/J •どう

!），(！）検行ヤlitねて，1::1111,m1子東を行t; 9 た、• 9;1:1糾i叫り！灯は，

t} r りど ~I 染Jl附Iむ）中心部にふる＼ I) マニ、どし、り';,, ＼' 

マー村で， ここに繰綿工場がある，その工場はもど＼••、 IJ

> ¥'｝ヽが詳討していて，丁且蒜砂t行が住んでし、た家が，
叫 l(］） Î，場1}巾者である沿｝『地方1[t1rij組合連合会(Coast

R（月gionCo-operative Union),/)ヶ3スト・ハウスとな｝

てし、るが、 、一れを借りて(lみ込五，襄九を共にして，お

i［し、にLく知りあうこどをII椋にしたっ

¥ l) ←‘’-t l.i t、実Ii祭0)澗在0)I）ンバレiこは咽（日しれか

）にけ）ぐあるが， 1| r、心部に｛立i悦するりで， この付山のウ

:,/ ¥'マーけとしては伐人的な所ど息われた9919)乱fttiを・,9 

勺（り糾にわit, 4 I'すノ）農家を＇む ij:J‘りて，インクーヒ L

ー（T) トレ-—ーニンゲをしだが． この時，イリンが地方から

来た努緊行が， rい地採用の初心者に．聴取りの--/)を教

えてくれたりして，実に役立・＇た主に実際に牒場を

tく見て，付近の閃業の特徴をク）かむために，付のに老
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Ⅴ　ウジャマー村
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にほうぼうの農場へ案内してもらった。この時に，ルフ

/ジ河の）11),J;'い出だので，砂り）上を＇しいているど、 191!［か動

物の足あとか、【l̀’、ャしついてし、る (I9[1)足あとかこにもに

闇くと，ライオンだという。川の方へ，行きと帰りの足

あとがついているので，水を飲みに来たらしし、。ルフィ

ゞ郡は，東アフリカ最後の野生動物の秘境といわれるセ

＇ピース・ゲ←ーム・リザーブ (Selou、GameRe、erve)が
l,iいだけに野り，伯り物がウシャマー吋の近く iアー凡り入う

ろしており，象，かば，野牛，いのしし，猿官が多い。

しかし，ライオンは，あまり考えていなか→たので，村

ど村の間を1VI伝市で行き来しなければならな'{;,'ili杏けた

t)は大丈夫とろ＇）が，と少しし配になった。

トレーニンク期I:！］の後半ド，凋在員たちを柘'’!，r,9,lへ

つれて行き，住む家をさがしたり，といった仕事が多か

った。こうして 9月1日，本調査開始にようやく間に合

たが，やは，）騒初の 1カ月くらいま，調査員たも c(＇)調

介票への記、}‘、ミ，＇、バ多く， Vヽ，＇） ＼ヽ／3況明不足fこ：たこと

か後からわかった。

しかし，ともかく，この潤査に従事する行粁が，よく

お互いを知りあう，という第 1の日11りは十分達せられた

tうに息う 上、！こ，調査員たちも怖陽気で，‘)［政を,,.い

あうのが好ぎ:、なかには，あ上り洒好きで，伶'ti！ど泊

につぎ込んでしまうのもいるが，単調な生活を楽しくす

る技術を心得ているようである。ほ：王5カ月の調査が終

た現在ま：:'i噂悠者は 1人f引戸あった。::れは現地

化用の者で, fl乙でいた村の水が悲し、という即由CIカ

ljほどでやし！），堪咆からまた 1,＼採用して補充 i-

V ウジャマー村

この調究のサ /l°ル農家は，ぽしんどがウ・>¥'.,...-村

り住民なのて， こ．バタンザニバ！［特のウジャ・、9 -tI・しい

うものの実態ほどのようなものかを，ルフィジ耶という

特定のケースに限られるとしても，ある程度観察するこ

どができる

ニエレレ大統詞＇ぶ t,n助を ,[Iん j→'芳え J),}，．・,,四民
たちが自主的に＇＇ジャマー枯神（，＂ ／s ャマ・•i I、， もと(})

意味は家族であるが，この場合は，協I,ijf本と成すのが適

＼りであり，また前述のように社会主穀と 1沢されることも

ある。）にの，、と て，共同什業をするウジャ r41をつ

くることを平んでいるが， 1レ7'.ジ河下流地城におし｀て

は， 1968年の大洪水の避難対策として，政府の指導のも

とにウジャマー村ができた。このため，なかぼ強制的に

移動させられた者が多く，移動してから初めて，共同作

I I 2 

業をしなければならないことを教えられた。社会経済的

にいえは，二つの大菱＼＇；ぶかれらに課せられたといえろ

たス・←） ―/）は散村からりこ村へのプロセスであり．もう

一つは啄族単位の農業から，村単位の集団農業へのフロ

セスである。

散村から集村へのプロセスは，散村が圧倒的に多いタ

ンザニ）＇においては，大きな意味を持｝ている。末描：ど

I|19朽政府との意志の崎通教育，医呪f.,水道等の施設の

没置，農業改良普及事業，その他の啓蒙事業の遂行等多

くの而について，集村化の必要が，タンザニアではこと

こやど｛ア叫ばれる。＇しフ(/の洪水避難対策として，集村

化が，卜く結びついたのけ，以上の点から容易に理解でき

る，）＇zーして，政府ばただちに，これらウ／ャマー村のほ
とんどに，小学校をつくり，深井戸のボンプ揚水による

簡易水道をもうけて，社会環境の改善に努めたのであ

る 現在ルフィン'(/)ウ／＇ャマー村で，すぐ Hにつくの

は、―1ンクリート造i)か学校校舎と教員術令であり，水

タンクである。これらは，士かべに草ぶさの一般住居と

許しい対照をなしている。水くみが大仕事であった女の

入たちゃ，学校に行けるようになった子供たちにとって，

--（I)｛，1:H化がもたらす，息，はが非常に大ぎし、ものである、―

とは1i:J滋いない。

もう ・たつのウジャマー村の課題である，家族単位の農

業から，村単位の集団農業への転換の方はどうであろう

か。

タン i)ヽ ：：：アのウ/ヤ‘亡'-村の大多数の現状は，新規に

湖退しにt：地を，各戸ーにほぼ平等に分配し，耕起，収穫笥
を共同で行なう型と，前からの保有農地は，そのまま家

族が；I翡作し，他に村の近くにウジャマー農場を開墾して，

これの共同作業に全員があたる，という団とに分けられ

るが， ！レフィジ郡のウジャマー村は，後の型に属する。

ここのウジャマー村の最大の難問は，氾濫原から離れた

高所に移動して村がつくられたために，川べりに多い家

杭偲渇からの距離が， tのすごく遠くな，てしまった--

と，：｝い家朕股Jt;tて片道10キロ以Iヘーを歩く人は，＼，ヽ

く1,Ci,,、るし、 9 さらにカズーで河を構直J-9て，対打を

耕している人たちも少なくない。氾濫原の家族農場は，

河(/)出濫の状態に作柄が大きく左右されるが概して，堆

秘」-(1)ため地味がIll".えており，農民は，これを離したが

らない。そして長い時間を費して，特に，農繁期には嗜

野営もして，自分の土地を耕しに行く。

村の近くにつくられた，ウジャマー農場は，林を伐採

して1開懇した所が多く，このような所は地味が悪い。こ



1971030115.TIF

---—•___—--------------------_ _＿--------9_-----------――――｀ー―-ー現地報告→―------
のため，以」1こ一こは，数力けで1いは原の家放尺tりを収用し
て，ウジャマー農場をつくったところもでてきている，

これらウジャマー農場では，村により異なるが，だいたい

週3l」か411全員が働くごとになっている どごろが，

出勤率か｝1-’,；＇，tこ悪い。ウ;/・¥ー<-農場の生[『'jiJ, 出勤

時間に応Lご；］配されること fこなっているが、いまり農

民は叶算高く，家族農場で働いた場合の生産物と比較し

て，ウジャマー農場は不利であると考えるものが多いら

しい。；［lぃji1業に出るここ cハ強；1』は，あまりいないれて

し、ない I:,-)で、最近聞いにことであるが，ある＇， 7/ャマ

ー農場，:,.t,f直の播種が少しもばかどらす，ぁ心者が村
灰等，村のリーダーをつき上げて全は出勤させ，ようや

く作業を終えた，ということがあった。

ルフィ /'1•I,［凸濫原にお＼，て， ウジャマー炉！』，｝ゞ の出勤

率が悪し、もう一つの理由ば，｛n］における漁業の比屯が，

非常に高いことである。ここの農民は，すなわち漁師で

あって，このため何IJも家を留守にする。これも調査を

ふ；」，て気がつし、たことであるが，漁業は，かれらにど，

て唯一のコンスタントな収入源である。われわれの調査

でも，対象農民が漁に出てしまうため，ィンタービュー

が北常にやり難いが，ウジャマー）悶場連党の面でも，：：

jしはやはり大間題にi年、ない。

＇Jンザニアどして：t, ウジャ←ー付を基礎としにt［会
主義建設の道は，天下に明らかにしたかれらの理想であ

る。しかし，以上のような，ウジャマー村が遭遇してい

る｛直々 の問題は， Iti．に村民を政治教行するだけでは解決

しないであろうわたくしには，その解決方法がいれに

いってわからないし，タンザニア人がみずから，この間

速を解決してもらいたいと思うだけである。ただ，その

解決方法を模索するうえで役に立つようなデータを，ゎ

れわれが．現在行なっている農業調査で，少しでも提供

てぎ／こらよいと拷えているしだいである。

（坐者は， 0TCAより派逍ざれ，現在．）
クンザニア水賓源審，．汲会e'ド務｝，りに勤務
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